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	大崎市議会議員 小玉仁志
	陸羽東線の経営情報開示、地域路線はどうなる？
	次世代のまちづくり ヒントは連携に
	地域の産業と交通機能 街の未来について
	誰もが自分らしく 生きてゆける街へ
	NEWSの比較 〜食料自給率から見る大崎耕土の強み〜
	まちづくりのインターンシップ？ NPO法人ドットジェイピーが主催する政策発表会へ向けて、東北学院大学の髙橋莉夏さん、髙橋瑠夏さんの２名をインターンシップ生として小玉事務所で受入れ、約２ヶ月間地域の調査や各種会議や打ち合わせに同行し議員活動やまちづくりのプロセスを学びました。 前期インターンシップ生の酒井陽誠さん並びに後援会メンバーのサポートのもと「若者が集まる街」というテーマの政策提案は、根拠に基づき、若い視点のワクワクする内容でとても立派な内容でした。最終発表会ではおおさき移住支援センターの皆様や後援会メンバーが集まり、意見交換が盛んに行われ、是非とも 実現してほしいという声が飛び交いました。 今後も小玉事務所ではインターンシップ受入れを継続し、若い世代の想いを受け止め、ともに学びながら、おおさきをより良くおもしろくする活動を展開してまいります。
	最終発表会の様子

